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議題・議事の内容 

（１） 工事概要 

 淀川左岸線（２期）は、此花区高見から北区豊崎までの自動車専用道であり、淀川堤防

と一体構造となるトンネル構造物を開削工法にて整備するものである。 

 本工事は、淀川左岸線（２期）事業のうち、福島区海老江３丁目において、仮設工、現

場打構築工等を行うものである。 

 

（２） 事案概要 

トンネル構築に伴って掘削する土砂を対象に土壌認定調査を実施した結果、当初想定より

も汚染土の割合が多いことが判明したため、２次掘削範囲の普通土と汚染土の分別手法・数

量変更案の妥当性を確認するものである。 

 

 事案に対する検討内容 

２次掘削範囲の普通土と汚染土の分別手法、数量変更案の妥当性について検討する。 

(主な意見) 

・土壌認定調査の普通土と汚染土の分布状況並びに掘削ヤード内の支保工位置や集土場

所、ブルドーザーの作業スペース等の施工条件を考慮すると、今回の変更案は妥当で

あると考える。 

 


